
CLEO/QELS:2010CLEO/QELS:2010 報告報告

東京大学大学院東京大学大学院 新領域創成科学研究科新領域創成科学研究科 物質系専攻物質系専攻

三尾研究室三尾研究室 博士課程３年博士課程３年

大前大前 宣昭宣昭



2/27

報告の概要報告の概要

• 2010年5月15日-23日に国際学会「CLEO/QELS:2010」に行ってきました．

– CLEO/QELSについて など．

• 自分の発表について．

– 外部共振器型波長変換を利用した高出力CW緑色レーザーの開発．

• 他人の発表について．

– 重力波関係．

• ドイツのスクイーザー．

• フランスのファイバーアンプタイプの重力波検出器用光源．

– ほかの話．

• レーザーの波長変換の話．

• コーティングの損傷の話．

• さいごに．
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CLEO/QELSCLEO/QELSとは？とは？

• 会議名について．

– CLEO: Conference on Laser and Electro-Optics
– QELS: Quantum Electronics and Laser Science conference

• “光・レーザー・電気光学・量子エレクトロニクス”の学会といったところ．

• スポンサーはAPS，IEEE photonics society，OSA．
• 年1回開催される．

• CLEO/QELSのプログラム番号の読み方

– アブストラクトはOSAのサイトから取れるけど．．．

例：自分の今回の発表「CWQ4」
• 「CLEO」

「水曜」

「Q（17番目）のセッション」

「4番目」
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学会参加までのスケジュール学会参加までのスケジュール

• 2009年4月：2010年度に海外に行く予定がないことに気づき，CLEO/QELS:2010に行ってみたいと思い，先生に

試しに言ってみる．

→先生「結果出して行くのなら，どんどん行きなさい」（たぶん，こんな感じ）

• 2009年11月中旬：CLEO/QELS:2010の〆切が12月2日だと気づき，時間のないことに気づく．

→先生「行きたいんでしょ？なら，やればいいじゃないの？」 （たぶん，こんな感じ）

• 2009年11月下旬：急いで実験しながら，アブストラクト2ページ書く．

• 2009年12月2日：一般講演申込の〆切にギリギリに申し込む．

• 2010年2月26日：講演できる（rejectではない）という通知が届く．

• 2010年3月5日：口頭発表だということ＋詳しい日時の通知が届く．

• 2010年4月1日：Registrationを済ます．

• 2010年4月上旬：G-COE「未来を拓く物理科学結集研究拠点」の海外渡航援助を申請．

• 2010年5月15日出発，16-21日学会，22日出国→23日帰国．（→24-25日CLEO-MQM@早稲田大）

– GWADW2010＠京都（5月16日-21日）とまったく同じ日程．
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San Jose, California, USASan Jose, California, USA
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San Jose, California, USASan Jose, California, USA
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移動手段移動手段

• サンノゼ空港→街中：VTAバス + VTAライトレール

– サンフランシスコへは，VTAライトレール + 列車1時間．

• サンノゼとサンフランシスコの中間くらいにStanford Univ.がある．
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学会学会の場所の場所

• San Jose McEnery Convention Center
+ San Jose Marriott (Hotel)：隣接（写真の左側）している．

• 反対（写真の右）側にHilton San Joseも隣接．
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• 今年からバッグがなくなり，ビニール袋になったらしい．

Technical bagTechnical bag

チラシ類

プログラム集（CD付）

名札

ビニール袋

Post deadline paper 
のアブストラクト集

企業展示のガイドブック
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レーザー発明レーザー発明5050周年の展示周年の展示



11/27

レーザー発明レーザー発明5050周年の展示周年の展示

Maimanのノート
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レーザー発明レーザー発明5050周年の展示周年の展示
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レーザー発明レーザー発明5050周年の展示周年の展示
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会議のプログラム会議のプログラム

• 全体プログラム (http://www.cleoconference.org/Conference_Program/glance.aspx)
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会議のセッションの構成会議のセッションの構成

• 月曜

– この日はずっと口頭発表ばかり

• 14個のパラレルセッション

– 聞きたい話が同時刻になることがあ
った．
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会議のセッションの構成会議のセッションの構成

• 火曜

– ポスターセッションが登場．
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会議のセッションの構成会議のセッションの構成

• 水曜（自分が発表した日）

自分が発表したセッション
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会議のセッションの構成会議のセッションの構成

• 木曜
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会議のセッションの構成会議のセッションの構成

• 金曜

– 最終日は午前で終わり．
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自分の発表自分の発表(CWQ4)(CWQ4)の概略の概略

• イントロ

– 高出力緑色レーザー

• レーザー加工

• レーザーディスプレイ

• Ti:Sレーザーの励起 etc.
• 実験装置

– 基本波：100W Nd:YAG
– 非線形結晶：LBO
– 外部共振器型波長変換

• 実験結果

– 出力：40W
– CW
– λ=532nm

• 詳細はまた後日．

lens

LBO in oven

PZT Beam height: 4.5cm

Breadboard
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他人の話①他人の話① (JTuD36)(JTuD36)
• High power fiber amplifier for Advanced Virgo

– C. Gréverie1, A. Brillet1, C. N. Man1, J. P. Coulon1, and K. Feliksik2

– Observatoire de la Côte d’Azur at CNRS Artemis1, Nufern2

– 30-40 mW (NPRO) => 10 W (Fiber-amp) => 100-150 W (Fiber-amp)
• ファイバーをCooling＆Heating

– 誘導ブリュリアン散乱が起きないように．
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他人の話①他人の話① (JTuD36)(JTuD36)
– 強度雑音・強度安定化

• フリーランでRIN = 10-4 -10-5 1/rtHz くらい．

• 2 kHz付近にpump diode起因のノイズ．

• Diode current で強度安定化(UGF = 30 kHz)
• In-loop で RIN = 4 x 10-9 1/rtHz @ 20 Hz – 10 kHz
• Out-of-loop は測ってないとのこと．

– 周波数雑音・周波数安定化

• フィネス1000の三角キャビティ+チルトロッキング．

• フリーラン：5kHz付近に少し盛り上がり．

• NPROのピエゾ+導波路EOM（NPRO直後）で周波数安定化

– UGF = 200kHz => ファイバー内伝播遅れ(500 ns)でリミット．

» 注入同期もファイバーアンプも同じ問題をぶつかるらしい．

» 出力にEOMを置けばUGF=1MHzくらい可能．
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他人の話②他人の話② (QFA1)(QFA1)
• Squeezed Light for Gravitational Wave Detection

– Roman Schnabel (AEI): invited talk (30 min. +α)

– スクイージングの簡単な説明．

– 重力波検出器とのつながり．

– 世界各地のいろんな研究の紹介．

– 12.7 dB @ 5 MHz．
– 9 dB @ 10 Hz – 10 kHz．

• 8 dB (> 48 hours)
– GEO600にスクイーザーを運んだ話．

• トラックの荷台の写真．

• 運んですぐスクイージングを観測できたとのこと．

• まもなく，GEO600で動作させるとのこと．

– 次の人がいなくて（キャンセル？），15分追加の質問時間が発生．
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他人の話③他人の話③ (CWQ7)(CWQ7)
• 55%-Efficient, 13-W, Single-Pass SHG of a CW Yb-Fiber Laser in a 

Double-Crystal Scheme
– G. K. Samanta1, S. Chaitanya1, K. Devi1, and M. Ebrahim-Zadeh1,2

– ICFO-Institut de Ciencies Fotoniques, Mediterranean Technology 
Park1, Institucio Catalana de Recerca i Estudis Avancats (ICREA)2

– シングルパスで高出力CW緑色光を得る話．

– 基本波と倍波両方を再び集光して2個目の結晶に入れる．

• シングルパスで効率55%．

• 2本でも3本でも55%でなぜかリミット．

– 熱のせいだと言ってた．

– しかも，その後効率悪化．

• 温調が独立なので，有利に働く．
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他人の話④他人の話④ (CMG4)(CMG4)
• Sub-watts 355 nm generation with 2nd – and 3rd – order-QPM PPMgSLT

– J. Hirohashi, K. Imai, H. Motegi, Y. Tomihari, T. Fukui, and Furukawa
– OXIDE corp.

– UV を出すのに，LBOやBBOが使われるが，非線形定数が大きくない．

– QPMデバイスが使えるとよい． => SLTがcandidate．
• 1st orderは周期が2.2 μmと小さくて難しい．

• 3rd order: 6.6 μm (50%/50%)を作った．

– 7 W(基本波)+2.9 W(2倍波) => 0.7 W (3倍波) ※パルスレーザー

• 2nd order: 4.4 μm (75%/25%)を作った．=> 効率よく1 W以上．
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残念だった話残念だった話 (AFB1)(AFB1)
• Optical Damage Testing Using High-Power Lasers

– R. Seaver, R. Brady, J. Pentony, and R. Shori
– Naval Air Systems Command, USA
=> 講演キャンセル & アブストラクトもなし．

– アブストラクトのアブストラクト

• コーティングの損傷は，レーザーの高出力化をリミットするファクターの
一つ．

• コーティングのデザイン，蒸着法，損傷メカニズムについての結果を話
す．
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さいごにさいごに

• 次回開催予定．

– CLEO/QELS:2011
• URL   http://www.cleoconference.org/
• 2011年5月1日－6日
• Baltimore Convention Center (Baltimore, Maryland, USA)
• 講演の申込は2010年12月2日正午(EST)，17時(GMT)．

– 英語で2ページ．

• Baltimoreは飯がイマイチという噂 =>確かめる必要がある！

– また，行きたいなー．

• 自分の研究結果の詳細は，またの機会にお話します，たぶん．


